
障害
者自立支援機器

ニーズ・シーズマッチング

交流会2022

みんなで考えよう！

使う人と作る人の交流会

入退場自由

入場無料

令和4年10月１日土～令和5年１月31日火

テクノエイド協会Web交流プラットフォーム内

本事業は「令和4年度 ニーズ・シーズマッチング強化事業」の一環で行うものです。

詳しくはテクノエイド協会Ｗｅｂ交流プラットフォームまで

Web開催

令和4年11月28日月・29日火・30日水

開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）

ＯＭＭ

大阪会場

令和4年12月14日水・15日木・16日金

開催時刻：初日13：00-17：00／9：00-17：00（最終日のみ16：00）

東京都立産業貿易センター浜松町館

東京会場

対
象
者

ニーズ側

シーズ側

障害者、家族、在宅・施設等の介護職員、医療・福祉従事者 等

開発メーカー、産業振興団体、行政、新規参入を検討する企業・研究者、大学関係者、研究機関 等

Web開催イベント内容 大阪・東京会場イベント内容

オンラインで出展者や障害当事者の全国組織、開発支援
機関等と交流が行えます。
また、最新の調査研究報告等の視聴ができます。
（無料・事前登録不要）

会場では開発改良中の機器展示、機器を体験しながら
出展者と意見交換が行えます。また、会場から基調講演、
特別講演、基調報告等の講演を見ることができます。
（無料・入退出自由）

過去の
交流会の様子
過去の

交流会の様子

Ｗｅｂ交流

プラットフォーム

出展者

8３社

出展者

６２社

出展者

５０社

障害当事者の思いや要望をより的確にとらえた支援機器の開発に繋げるため、支援機器の

障害当事者（ニーズ側）と支援機器の開発者（シーズ側）が自由に意見交換を行う場です。

ニーズ・シーズマッチング交流会とは？



～　基調講演 ＆ 特別講演　～
会場での聴講、オンラインによるリアルタイム配信（入場無料）

入場無料

2回講演 11月28日月（大阪）・12月14日水（東京）

大阪会場 ＯММ（２階展示Ａホール）

令和4年11月28日月

１３時３０分より

大阪
会場

令和4年12月14日水

１３時３０分より

東京
会場

＜ 公共交通機関のご案内 ＞

●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口

●京阪電車「天満橋」駅東改札口

　⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに案内

　表示があります）

＜ 駐車場のご案内 ＞

第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の配布

は行いませんのでご了承ください。

東京会場
東京都立産業貿易センター浜松町館
（２階展示室）

＜ 公共交通機関のご案内 ＞

●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分

●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分

●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分

●都営浅草線 大門駅から徒歩７分

●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分

車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」

を利用してください。

基調講演 特別講演

13:30～14:30 15:00～16:00

支援機器の可能性と開発にあたって

～アクセシビリティとは？～

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾洋之

「アクセシビリティ」という考え方のない価値観だと、人々の

様々な障害は「不便であり不幸」です。一見この2つの言葉

は不可分で正しいかのように思えます。しかし私自身も病気

をして実感しましたが、そんなことは決してありません。不

便であることが解消できないと勝手に思い込み、当事者も周

囲の人も諦める、あるいは諦めさせることが不幸を生んでい

るのです。

障害者、健常者関係なく全ての人が、不便であることを不幸

にせず、マネージメントする方法を考える。これがアクセシビ

リティの基本だと考えています。

2015年4月より東京慈恵会医科大学脳神経外科お

よび先端医療情報技術研究部を兼務、准教授。

同大学のICT推進プロジェクトリーダーになる。臨床

において脳血管障害と網膜芽細胞腫の希少疾患治

療などに取り組む一方、ICT医療の推進による臨床

効果・医療経済効果などを研究。2018年8月14日に

ギラン・バレー症候群に罹患し障害者となり、現在リ

ハビリ回復中であるが、いろいろなデジタル機器に

よるアクセシビリティ技術を使って仕事をしている。

厚生労働省と内閣官房での経験もあり、大学でも

ICTの講座を任され、東京都医師会のデジタル委員

にも引き続き従事。障害者になってもアクセシビリ

ティ技術を活用してICTの様々な方面の経験を積ん

でいる。

歩けない私と支援機器

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟 常任理事 花岡伸和

17歳で脊髄損傷により歩けなくなった私は、車いすマラソン

と出会い、スポーツを手段として人生を切り開いてきました。

それは特別な事ではなく、生きるために支援機器を使う日常

生活の延長線上に「動作の精度を高める」ための身体と機器

のマッチングを重ねる事だったのです。

支援機器はできないことを補う単なる道具でなく、人生を豊

かにするパートナーであると考えます。

1976年3月13日 大阪府富田林市生まれ
1993年11月3日 バイク事故により脊髄を損傷、
 車いす生活スタート
1995年4月 車いすマラソンを始める
1999年1月 フェスピックバンコク大会出場
 5000m銅メダル獲得
2003年 マラソン日本最高記録、
 トラック1500m日本記録樹立（当時）
2004年9月 アテネパラリンピック出場
 マラソン6位入賞
2010年12月 アジアパラゲームス広州大会出場
 1500m銅メダル獲得
2012年9月 ロンドンパラリンピック出場
 マラソン5位入賞
2012年 陸上競技を引退
2013年 パラサイクリング競技（自転車競技）に
 転向
2015年6月 パラサイクリング日本選手権大会優勝
2017年3月 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科
 修士課程（コーチング領域）修了
2019年11月 世界選手権大会テレビ中継解説
2021年8月 東京パラリンピックテレビ中継解説

ニーズ・シーズマッチング交流会2022　併催セミナー

障害者自立支援機器にかかわる

●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）
●オンラインによる視聴
　→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

●会場で聴講→東京都立産業貿易センター
　　　　　　　浜松町館（２階展示室）
●オンラインによる視聴
　→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

令和4年11月28日月～３０日水 ３日間
●会場で聴講→OMM（2階展示Aホール）

●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/83295180896?pwd=dyttMmRoQWhoY0l0cXVuMnlndHRIUT09

大阪会場

セミナーの日時 　内容等

11月28日

（月）

　

　

　

　

　

　

　

13:30～14:30　

　

基調講演

1　

　

15:00～16:00　

特別講演

2　

　

歩けない私と支援機器

11月29日

（火）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
10:00～10:40

11:00～11:40

　

13:30～14:10

基調報告

3 

　

　

4 

　

5 

　

　

障害者のニーズに見合った用具や機器の見つけ方

アザラシ型ロボット「パロ」によるポーランドでのウクライナ避難民の心の支援について

 

ニーズに基づく機器開発に失敗しないために

　

　

15:00～15:20　

　

15:30～15:50　

　
　

利用者からのメッセージ

6 

　

　

7 

　

　

盲ろう者に必要とされる支援機器、開発にあたり協力できること

ＡＬＳについて、支援機器の利用事例と開発を望むこと

11月30日

（水）　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

11:00～11:20
　　

11:30～11:50
　

支援機器の開発と現在の課題、利用者への要望

8 

　

　

9 

　

　

ゴムの収縮力を筋肉に見立て、筋肉をサポートする歩行アシスト「e-foot」

 

「食べる力」を鍛える嚥下力トレーニングボトル「タン練くん」

13:00～16:00　　　

デザイン思考プロセスを用いた支援機器開発ワークショップ

10 　　

株式会社ライフトゥデイ　代表取締役(医師)　原 陽介 氏
　

　

東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常任理事　花岡 伸和 氏

社会福祉法人 日本ライトハウス 情報文化センター　サービス部長　林田 茂 氏

産業技術総合研究所　上級主任研究員　柴田 崇徳 氏

一般社団法人 コンソーシアム関西　上席研究員　八木 雅和 氏

社会福祉法人 全国盲ろう者協会　常務理事・事務局長　橋間 信市 氏

一般社団法人 日本ＡＬＳ協会　常務理事・事務局長　岸川 忠彦 氏

株式会社YAMADA　代表取締役　山田 好洋 氏

株式会社リハートテック　取締役　笠原 直樹 氏

支援機器の可能性と開発にあたって　～アクセシビリティとは？～

併催セミナープログラム

東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター

特任助教（理学療法士）　柿花 隆昭 氏

Ｗ
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令和4年12月14日水～16日金 ３日間
●会場で聴講→東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）

●オンラインによる視聴→https://us06web.zoom.us/j/81419433146?pwd=clF2eXM0NXpndVYzekE0KzNIcUk1dz09

東京会場

セミナーの日時 　内容等

12月14日

（水）　 13:30～14:30　

基調講演

1 
　 東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究部　准教授　高尾 洋之 氏

15:00～16:00　

特別講演

2

　

歩けない私と支援機器
一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟　常任理事　花岡 伸和 氏

（木）　

　

　

　
10:00～10:40

11:00～11:40　

　

基調報告

3 
　　

4 

　

　

盲ろう者向け支援機器の開発に期待すること
   之 氏一鹿藤　会議協絡連体団者うろ盲国全

内部障害者とサポーターをつなぐスマホアプリ『心の輪』の開発（仮称）

  き 氏ゆみ山崎　楽分自社会式株

15:00～15:20

　
15:30～15:50

　16:00～16:20

ニーズ・シーズマッチング地域交流会の成果（みんなで考えた支援機器）

5

 6

7

　

　

（新潟市）「視覚障害者のITサポート支援機器を考える～地域支援体制の構築～」
新潟大学名誉教授 / 新潟市障がい者ＩＴサポートセンター顧問　林 豊彦 氏

（下関市）「統合失調症など精神障害者の支援機器を考える～生活管理から就労継続～」
NPO法人障害者就労支援メッセージ花くじら　理事長　石田 眞 氏

（鹿児島市）「重度障害者の覚醒のタイミングを知らせる支援機器を考える」

鹿児島大学医学部保健学科　作業療法学専攻　助教
鹿児島県作業療法士協会　会長　吉満 孝二 氏   

12月16日

12月15日

（金）　

　

　

　

　
10:00～10:12

10:15～10:27

10:30～10:42

10:45～10:57

11:00～11:12

11:15～11:27　
　

開発促進事業採択企業による成果報告

8 

9 

10 

11 

12 

13 　

株式会社ソフトディバイス

Qolo株式会社

シスネット株式会社

ダブル技研株式会社

電制コムテック株式会社

藤田医科大学

　14:00～14:15

14:15～14:35

14:35～14:55

14:55～15:10

　

15:10～15:30

特別シンポジウム「３Dプリンタで製作する自助具の今後の展望」 　

14 

　
15 

　16 

　

17

３Dプリンタを活用して製作する自助具情報の在り方に関する研究報告
  吾竜川田宇　部画企　テクノエイド協会

３Dプリンタで製作する自助具とその可能性について
　一般社団法人 ICTリハビリテーション研究会 / ファブラボ品川　林 園子 氏

国立病院機構北海道医療センター

 

神経筋／成育センター リハビリテーション室

当センターの取り組み、医療機関における自助具製作の可能性

TRF、TRF＋Hの特長について

自助具製作の展開について

　田中 栄一 氏

  克 氏将下木

ユニチカトレーディング株式会社　新事業開発室

マーケティンググループ マネージャー   一 氏淳高懸

対談（20分）

（進行）テクノエイド協会　　宇田川 竜吾 

支援機器の可能性と開発にあたって　～アクセシビリティとは？～

併催セミナープログラム

『見えない障がい者』に対する支援から　まず　第一歩

ユニチカ株式会社　繊維資材営業部

3
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間

●オンラインによる視聴→http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#webseminar

Web配信

テーマ 　内容等

ご挨拶

 

 

支援機器の開発促進 
（厚生労働省の施策）

ご挨拶

1 　ニーズ・シーズマッチング交流会の目的、オンラインによる交流方法など

公益財団法人 テクノエイド協会　宇田川 竜吾

自立支援機器における現状と課題

2 
　

　

障害者自立支援機器開発促進事業の概要など

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部  

企画課自立支援振興室　福祉工学専門官　中村 美緒 氏

関係機関による取組み 

（公募・産学連携）

支援機器の開発支援

3 

4 

NICT情報バリアフリー通信・放送役務提供・開発推進助成金制度のご案内

ＮＩＣＴ情報バリアフリー推進室　室長　丸山 誠二 氏

　

ＪＳＴ産学連携事業と福祉機器開発事例について（仮称）

ＪＳＴ企業支援室　下田 修 氏

厚生労働科学研究の動向 

（研究の最新情報）

支援機器の開発・普及に係わる国家プロジェクト

5 

　

6 

　

　

7 

　

8 

9 

障害者の支援機器開発に携わる医療・福祉・工学分野の人材育成モデル構築

に資する研究
東北大学大学院医工学研究科　教授　出江 紳一 氏

　
障害者の支援機器開発におけるモニター評価手法の開発及びモニター評価を

実践する人材の育成プログラム開発のための研究

東京大学大学院新領域創成科学研究科　人間環境学専攻　人間支援環境学講座  

准教授　二瓶 美里 氏

　
リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いる

ガイドラインの開発

国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発部長　井上 剛伸 氏

　　

新技術を利用した支援機器の開発及び選定・導入時の指針作成のための調査研究

国立障害者リハビリテーションセンター研究所　福祉機器開発室長　硯川 潤 氏

　

障害者の支援機器開発における開発支援体制ネットワークモデルの構築

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻　寄附講座 准教授　八木 雅和 氏

障害当事者団体ご訪問
 

インタビュー
 

 
（ニーズとのマッチング）

支援機器に対する期待、企業に対して協力可能なこと

10 

　

11 

　

12

 

13 

特定非営利活動法人 日本失語症協議会

理事長　園田 尚美 氏

　

公益社団法人 全国脊髄損傷者連合会

常務理事・事務局長　安藤 信哉 氏

　

ポリオの会

代表　小山 万里子 氏

　

ＡＳＤ（自閉スペクトラム症）生活環境研究会

代表　増澤 髙志 氏

Ｗ
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Web交流プラットフォームの紹介と交流方法

出展者及び当事者団体・開発支援機関と交流

こちらでは、出展機器を検索し交流することができます。

「会場」、

「カテゴリー」、

「フリーワード」

より検索が

できます。

Web 交流プラットフォーム

■ 出展機器を調べたり、交流したい企業等を探すことができます。

令和4年10月1日土～令和5年1月３1日火 ４ヵ月間

http://www.techno-aids.or.jp/2022koryukai/web/hall/cms/#part20

製品名を

クリックすると

出展者・出展

機器の詳細を

見ることが

できます。

「もっと見る」

をクリックする

と出展者一覧

を見ることが

できます。
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

【出展者の詳細ページ】

「製品名」をクリックすると、出展者の

詳細ページに移ります。こちらでは、

出展者情報や機器情報を動画等で

確認ができます。

また、「問い合わせ」又は「掲示板」を

使って出展者へ連絡ができます。

併催セミナーの視聴

交流方法

来場者が１対１で個別に出展者と交

流したい場合に使用します。

問い合わせフォーム内の「問い合わせ

種別」から電話やオンラインで交流等、

交流内容を選択することができます。

問い合わせ

Web交流プラットフォームの詳しい

説明は以下をご参照ください。

来場者がオープン（来場者に公開）で

出展者と交流したい場合に使用しま

す。匿名でも投稿は可能で、投稿内

容は蓄積されます。

掲示板

Web開催セミナーは常時配信しています。

また、大阪及び東京会場のリアルタイムのセミナー

はそれぞれ定刻となりしだい視聴できます。

※スマートフォン、タブレット等の携帯端末で

　セミナーを視聴する場合には事前にZoom

　アプリのダウンロードをお勧めします。
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大 阪 会 場

ＯММ（２階展示Ａホール）

インフォメーション

アンケート

受付

イ
ベ
ン
ト
会
場

入口

出口

D.高次脳機能障害
  （失語症等）

C.聴覚障害

厚生労働省厚生労働省
公益財団法人

テクノエイド協会
公益財団法人

テクノエイド協会

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

意
思
疎
通
支
援
者
の
受
付

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・

意
思
疎
通
支
援
者
の
受
付

車椅子スペース

A.身体障害（肢体不自由）

A-08

A-07

A-06

A-05

A-01

A-02

A-03

A-04

D-01C-05

C-01

C-02

C-03

D-02X-04

D-03C-04

(有)オフィス結アジア(有)オフィス結アジア

大阪工業大学大阪工業大学

㈱ウィズ㈱ウィズ

㈱ウェルケアベッド㈱ウェルケアベッド

朝日産業㈱朝日産業㈱

アクセスエール㈱アクセスエール㈱

㈱アム㈱アム

秋田未来㈱秋田未来㈱

(有)ミカタ(有)ミカタ

シスネット㈱シスネット㈱

㈱ソフトディバイス㈱ソフトディバイス

ユニバーサル・
サウンド

デザイン㈱

ユニバーサル・
サウンド

デザイン㈱

㈱東京信友㈱東京信友

 (一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

 (一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱ソナール㈱ソナール

㈱アイセック・
ジャパン
㈱アイセック・
ジャパン

神奈川工科大学神奈川工科大学

分 野 別カテゴリ

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

F 精神障害（発達障害を含む）

開発促進

開発促進
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アクセス

＜ 公共交通機関のご案内 ＞

●Osaka Metro谷町線「天満橋」駅北改札口

●京阪電車「天満橋」駅東改札口

　⇒ＯＭＭ地下２階に連絡（改札を出るとすぐに

　案内表示があります）

＜ 駐車場のご案内 ＞

第一及び第二駐車場があります。なお、割引券の

配布は行いませんのでご了承ください。

新型コロナ

ウイルス感染症を

予防するため、体温測定

及びマスクの着用、密を

避けるための配慮等に

ご協力ください。

 

X.当事者団体

F.精神障害
  （発達障害を含む）

E.知的障害

B.視覚障害

㈱コネクトドット㈱コネクトドット

(社福)全国
盲ろう者協会
(社福)全国
盲ろう者協会

㈱システム
ギアビジョン
㈱システム
ギアビジョン

㈱リバティソリューション㈱リバティソリューション

アイ・ソネックス㈱アイ・ソネックス㈱

ベッドの上で
入浴企画㈱
ベッドの上で
入浴企画㈱

㈱リハートテック㈱リハートテック

A.身体障害（肢体不自由）

G.その他

（
一
社
）日
本
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
協
会

（
一
社
）日
本
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
工
学
協
会

A-28

A-25A-24A-15A-14

D-04

B-01

X-03

B-02

A-27

A-26

A-20

A-21

A-22

X-02

A-23

A-19

A-18

A-17

X-01

A-16

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

F-04F-01

F-03X-06

G-01F-02

G-03

G-02

E-04E-01

E-03

E-02

X-05

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱モリトー㈱モリトー

㈱YAMADA㈱YAMADA

ポリオの会ポリオの会

ユニチカ
トレーディング㈱

ユニチカ
トレーディング㈱

ライフハックライフハック

(一社)日本ＡＬＳ協会(一社)日本ＡＬＳ協会

㈱テック技販㈱テック技販

橋本エンジニアリング㈱橋本エンジニアリング㈱

㈱トマト㈱トマト

(有)テクノム(有)テクノム

東海エレクトロニクス㈱東海エレクトロニクス㈱

㈱オレンジアーチ㈱オレンジアーチ

オムロン太陽㈱×
九工大すぐ創る課
オムロン太陽㈱×
九工大すぐ創る課

システムデザイン・ラボシステムデザイン・ラボ

㈱アイザック㈱アイザック

J-Workout㈱J-Workout㈱

㈱コーポレーション
パールスター

㈱コーポレーション
パールスター

㈱クレバー
ラクーン
㈱クレバー
ラクーン

Zero To Infinity㈱Zero To Infinity㈱

㈱マイクロブレイン㈱マイクロブレイン

㈱バイタルヴォイス㈱バイタルヴォイス

㈱ヒューマン
テクノシステム

㈱ヒューマン
テクノシステム

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

アドプラスアドプラス

㈱ラムロック㈱ラムロック

アーバン警備保障㈱アーバン警備保障㈱

ネクストシステム
ラボラトリーズ(有)
ネクストシステム
ラボラトリーズ(有)

㈱アップイット㈱アップイット

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

特定非営利活動法人
日本失語症協議会
特定非営利活動法人
日本失語症協議会

（一社）
日本言語聴覚士協会

（一社）
日本言語聴覚士協会

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

X 当事者団体

令和4年度　開発促進事業の採択案件

となります。

東京会場及びオンラインにおいて、

成果報告を行います。

開発促進

Ｗ
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東 京 会 場

アンケート

消毒 アンケート

 

 

出口

F.精神障害（発達障害を含む）

G.その他

D.高次脳機能障害（失語症等）

C.聴覚障害

G-04 G-05

X-06

C-02

C-01

C-04D-04

X-08

D-03

D-02

D-01

X-04

X-09

G-03

G-02

G-01

C-03

C-05

X-07

C-06

F-02

F-01

車椅子スペース

(社福)日本身体
障害者団体連合会

(社福)日本身体
障害者団体連合会

㈱ソナール㈱ソナール

(社福)全国
盲ろう者協会
(社福)全国
盲ろう者協会

㈱アイセック・ジャパン㈱アイセック・ジャパン

ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱
ユニバーサル・サウンド
デザイン㈱

㈱アイエスゲート㈱アイエスゲート

Zero To Infinity㈱Zero To Infinity㈱

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

国立研究開発法人
産業技術総合研究所

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

ＡＳＤ(自閉スペクトラム症)
生活環境研究会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

(一社)全日本
難聴者・中途失聴者

団体連合会

㈱東京信友㈱東京信友

㈱フィート㈱フィート

(有)ミカタ(有)ミカタ

特定非営利活動法人
日本失語症協議会
特定非営利活動法人
日本失語症協議会

（一社）
日本言語聴覚士協会

（一社）
日本言語聴覚士協会

㈱ソフトディバイス㈱ソフトディバイス

シスネット㈱シスネット㈱

PHC㈱PHC㈱

㈱クレバーラクーン㈱クレバーラクーン

ダブル技研㈱ダブル技研㈱

PLIMES㈱PLIMES㈱ ㈱ロバの耳㈱ロバの耳

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

国立研究開発法人
情報通信研究機構

（NICT)

東京都立産業貿易センター浜松町館（２階展示室）

分 野 別カテゴリ

イ
ベ
ン
ト
会
場

A 身体障害（肢体不自由）

B 視覚障害 D 高次脳機能障害
（失語症等）

G その他

C 聴覚障害

E 知的障害

F 精神障害（発達障害を含む）

開発促進

開発促進

開発促進
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催
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・
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入口

受付

X.当事者団体

A.身体障害（肢体不自由）

B.視覚障害

A-04A-03A-02A-01

A-09A-10

A-11

X-01

A-12

A-13

A-18

A-17

A-19A-27

A-20A-26

X-02A-25

A-21A-24

A-22A-23

A-28A-36A-37A-39

A-29A-35B-04

X-03A-34B-05

X-05

B-06

A-30A-33

A-31

A-38

B-03

B-02

B-01 A-32

A-16

A-15

A-14

A-08

A-07

A-06

A-05

(有)オフィス結アジア(有)オフィス結アジア

㈱エコテクノ㈱エコテクノ

㈱ウェルケアベッド㈱ウェルケアベッド

㈱岩多屋㈱岩多屋

㈱INOWA㈱INOWA

㈱コーポレーション
パールスター
㈱コーポレーション
パールスター

(有)テクノム(有)テクノム

㈱竹虎㈱竹虎

ダイヤ電機㈱ダイヤ電機㈱

システムデザイン・ラボシステムデザイン・ラボ

SANEI㈱SANEI㈱

㈱ニシエフ・徳山高専㈱ニシエフ・徳山高専

㈱トマト㈱トマト

(一社)日本ＡＬＳ協会(一社)日本ＡＬＳ協会

㈱東海技研工業㈱東海技研工業

電制コムテック㈱電制コムテック㈱ベッドの上で入浴企画㈱ベッドの上で入浴企画㈱

橋本エンジニア
リング㈱

橋本エンジニア
リング㈱

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱日立ケーイー
システムズ

㈱西川精機製作所㈱西川精機製作所

パラマウントベッド㈱パラマウントベッド㈱

(有)ビューティフル
ライフ
(有)ビューティフル
ライフ

フジホーム㈱フジホーム㈱

ポリオの会ポリオの会

FREE Bionics
Japan㈱
FREE Bionics
Japan㈱

㈱ミキ㈱ミキ

ライフハックライフハック

ユニチカ
トレーディング㈱

ユニチカ
トレーディング㈱

㈱YAMADA㈱YAMADA

㈱モリトー㈱モリトー

藤田医科大学藤田医科大学

(合)ライフ
スペース研究所
(合)ライフ
スペース研究所

㈱リリアム大塚㈱リリアム大塚

㈱システムギア
ビジョン
㈱システムギア
ビジョン

㈱エクシオテック㈱エクシオテック

㈱一心助け㈱一心助け

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

認定特定非営利
活動法人

ことばの道案内

ViXion㈱ViXion㈱

(社福)日本視覚
障害者団体連合
(社福)日本視覚
障害者団体連合

㈱Ubitone㈱Ubitone

㈱アップイット㈱アップイット

㈱14 za㈱14 za 秋田未来㈱秋田未来㈱ ㈱アクアエコテック㈱アクアエコテック アクセスエール㈱アクセスエール㈱

㈱オレンジアーチ㈱オレンジアーチ

Qolo㈱Qolo㈱

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

(公社)全国脊髄
損傷者連合会

九州メディカル
サービス㈱
九州メディカル
サービス㈱

厚生労働省厚生労働省
公益財団法人

テクノエイド協会
公益財団法人

テクノエイド協会
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付
手話通訳・要約筆記・

意思疎通支援者の受付

アクセス

＜ 公共交通機関のご案内 ＞

●ＪＲ浜松町駅（北口）から徒歩５分

●東京モノレール 浜松町駅（北口）から徒歩５分

●ゆりかもめ 竹芝駅から徒歩２分

●都営浅草線 大門駅から徒歩７分

●都営大江戸線 大門駅から徒歩７分

車いすで来場される方は、ゆりかもめ「竹芝駅」

を利用してください。

新型コロナ

ウイルス感染症を

予防するため、体温測定

及びマスクの着用、密を

避けるための配慮等に

ご協力ください。

X 当事者団体

ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

開発促進

開発促進

令和4年度　開発促進事業の採択案件

となります。

東京会場及びオンラインにおいて、

成果報告を行います。

開発促進

開発促進

Ｗ
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※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介移乗・移動支援機器。真っすぐ立つことができ、排泄
ケアや立位訓練も可能なスタンディングリフトです。

スカイリフト

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:販促企画
担当者氏名:片山　菜都子
TEL:086-200-1550　FAX:086-200-1553
E-Mail:katayama@nasent.net

希望する交流の内容

初号機の発売から25年以上経過しており、生活様式の変化などでご利用者様の実態やニーズと乖離し
ていないかなど情報を収集の上、改良を検討しています。
つきましては、下記の内容について意見交換させて頂きたいと思います。

【意見交換内容】
・使いやすさの確認（操作性・小回り性・スリング装着の手間など）
・どんな場面で使用したいか（ベッド⇔車いすへの移乗・トイレへの移乗・立位訓練など）
・どんな人に適応するか、不適応な人はどんな人か（身長・体重・身体状況・疾患など）
・適合環境に対する要望（車いす、ベッドとの相性・床面・防水性のニーズ　など）
・安全性に関する要望（転倒、転落防止・挟み込み防止　など）

アイ・ソネックス株式会社
岡山県岡山市中区江並100-7

大阪A-27

株式会社アイザック
福島県会津若松市山見町25-9

機器紹介後ろから乗るスタイルで、車いすの概念が変わり
ます。

Keipu-Sb

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:総務部
担当者氏名:薄　尚幸、ミヨシ
TEL:0242-93-5061　FAX:0242-85-8590
E-Mail:miyoshi@aizuk.jp, susuki@aizuk.jp

希望する交流の内容

従来、高齢者施設などを中心に活動して参りましたが、障碍者の方、特
に、歩行が困難な方への活動はしておりませんでした。実際には、歩行困
難な方への利用が、施設や家庭で可能か否かの意見交換を頂戴したい。

大阪A-12

東京A-02

大阪A-01

Webプラットフォーム詳細ページ

秋田未来株式会社
秋田県にかほ市院内字カナヤ16-2

機器紹介座位姿勢での動的バランス計測

動的座位バランス計測装置

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:六平　澄人
TEL:0184-74-3090　FAX:0184-74-3091
E-Mail:musaka@a-mri.jp

希望する交流の内容

商品化間近となった装置の周知と使い勝手や今後の追加機能の参考意
見。また安全性の確認。

株式会社アクアエコテック
神奈川県横浜市中区野毛町３-１５８ 野毛山幸鈴ビル４０２

運搬不要のオゾン＋電解微細気泡水床上入浴ユニットは空気浴槽
と寝返補助器付きで体を運搬せずに入浴を実現する。

Webプラットフォーム詳細ページ

オゾン＋ 電解微細気泡水床上入浴ユニット

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:広報課
担当者氏名:角野　哲
TEL:045-334-8984　FAX:045-334-8979
E-Mail:info@aquaeco.jp, mk2000@e01.itscom.net

希望する交流の内容

身体不自由の方が移動や運搬なしで気持ちの良い入浴を、またいままで移動して入浴させるのに極め
て苦労した施設や居宅介護などの介助者の労力軽減の目的で考案いたしました。当機器は除菌消臭
力と快適な癒し効果に優れ、オゾンと水素の微細気泡のダブルパワーで肌表面の汚れを何の刺激もな
く分解でき、入浴の幸せ感を実感していただけます。寝返り補助器も用意し、浴槽空気充填、水温管理
などもボタン操作で自動性能を搭載。水槽は脱水機能も搭載し、入浴後下着の除菌消臭洗浄を脱水ま
で完了できるように工夫しています。ご体験頂き、当方が考案した機能がお役に立てるか、感想やご指
摘などお伺いしたいと思います。

東京A-03

11
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ニーズ・シーズマッチング交流会 2022

使う人と作る人の交流会

開発促進
令和4年度　開発促進事業の採択案件となります
東京会場及びオンラインにおいて、成果報告を行います 東京出展 東京会場に出展する機器大阪出展 大阪会場に出展する機器

Webプラットフォーム詳細ページ

アクセスエール株式会社
大阪府茨木市西駅前町6-22-301

機器紹介会話に加え、呼び出しブザー、家電リモコン、iPadの
操作などを可能とする安定した意思伝達専用機です

意思伝達装置ファイン・チャット

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:松尾　光晴
TEL:080-7168-7123　FAX:072-626-1113
E-Mail:matsuo_mitsu@accessyell.co.jp

希望する交流の内容

本製品の今後の改良点およびそのタブレット版、PC版についてご意見を頂きたいと
思います。
特にタブレット版、PC版については従来の意思伝達装置の枠にとらわれない販売方
法をとることで制度に縛られない機能を搭載し、上肢障害者がQOLの向上から仕事
や趣味にまで広く活用できる製品を模索していきます。

大阪A-02

東京A-04

朝日産業株式会社
愛知県名古屋市熱田区四番１丁目１１-２２

機器紹介トイレを気にせず外出できる。車いす専用の男性用
集尿器。

Webプラットフォーム詳細ページ

男性用集尿器ユリナー

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:医療機器事業部
担当者氏名:辻本　研一
TEL:052-671-5191　FAX:052-671-5196
E-Mail:t.kenichi@asahi-sg.co.jp

希望する交流の内容

トイレ事情について、車いすユーザーとの情報交換。および関連団体様
との情報交換。

大阪A-03

※変更する場合があります。

株式会社アップイット
埼玉県川口市末広3-7-7 ロイヤルサンシティ104

Webプラットフォーム詳細ページ

機器紹介
日本初上陸のICT療育/AACスイッチ。
五感や体幹の刺激や因果関係/社会性の療育ができ、
デバイス操作も可能。

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:Caregiver事業部
担当者氏名:長尾　徳之
TEL:080-3292-0021　FAX:03-6820-1545
E-Mail:caregiver.nagao@gmail.com

希望する交流の内容

COSMOはイギリスのメーカーですが、弊社は日本の総輸入販売店として動いています。
COSMOは去年日本に来たばかりでまだまだ改良の余地があると思っています。
トレーニングアプリの約20種のアクティビティは単純なものから複雑なものまであり、子供の障がいレベ
ルに合わせて使用可能です。もっとこういったものがあれば、より子供の感覚を刺激できる等、交流がで
きればと思います。
設定アプリを使うとCOSMOを外部入力スイッチとして使用でき、「押して決定/離して決定」や「感度を
50g～500gに調整」等使用者毎に詳細設定が可能です。より使いやすいスイッチにするため、意見をい
ただければと思います。
メーカーとの会議の中で内容を伝えたいと思います。

特別支援教育『COSMO』、
意思伝達装置『TCスキャン』

東京A-39

大阪E-01

株式会社アム
石川県河北郡津幡町竹橋西179-1

機器紹介ベッドサイドに設置出来る水洗式のトイレです。

Webプラットフォーム詳細ページ

水洗式ポータブルトイレ
「流せるポータくん３号」

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:福祉事業部
担当者氏名:河口　泰範
TEL:076-288-8655　FAX:076-288-8656
E-Mail:kawaguchi@am-co.co.jp

希望する交流の内容

福祉事業を営んでおられる方とのマッチングを希望しています。又、今後製品
を改良していくに当たって利用者様目線での要望点をヒアリングしたいです。
福祉事業を営んでおられる方の障害福祉に関する要望点をヒアリングしたい
です。

大阪A-04

Ｗ
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※変更する場合があります。

出展機器

A 身体障害（肢体不自由）

Webプラットフォーム詳細ページ

株式会社INOWA
東京都港区麻布十番２-１２-５-７０１

機器紹介歩き方を自分で「体感」、パートナーと「共感」するこ
とで、健康的な毎日を。

体感型歩行自立支援システム
Arbre（アルブル）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:藤縄　清志
TEL:03-5730-0282　FAX:03-5730-0283
E-Mail:kiyoshi.fujinawa@requa.jp

希望する交流の内容

機器の装着感等、機器の改良にかかわるご意見、ご要望。想定ユーザが

理解し、楽しんで利用できそうか？指導者にとって使いやすいか？

東京A-05

株式会社岩多屋
島根県浜田市浅井町87-2

医療的ケアにもやさしい、お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Webプラットフォーム詳細ページ

医療的ケアにもやさしい、
お洒落も楽しめる大人サイズトップス

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:新規事業開発課
担当者氏名:諏訪園　春菜
TEL:080-2901-7694　FAX:0855-23-5843
E-Mail:h_suwazono@iwataya-net.co.jp

希望する交流の内容

大人の衣服を制作する際に、子どもの衣服とは異なる留意点などをお聞きしたいで
す。また、自社でのモニターアンケートでは、レイヤード部分の副資材において意見が
別れました。量産直前まで、マジックテープとスナップボタンのどちらを使用するのか
ということを悩んでおりましたので、実際に介助される方々に実物を手に取って頂き
ながらご意見を頂けると幸いです。今後、皆様に頂いたご意見をもとに改良していき
たいと思っております。

東京A-06

株式会社ウィズ
大阪府吹田市穂波町19-25

機器紹介
キュラコは排泄物を感知、吸引、洗浄、乾燥までの全ての
過程を自動で処理する寝たままで排泄できる洗浄機能付
きトイレです。

自動排泄処理装置　キュラコ

Webプラットフォーム詳細ページ

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当部署:AS事業部
担当者氏名:淵上　敬史
TEL:06-6310-9090　FAX:06-6310-9600
E-Mail:support@hello-with.com

希望する交流の内容

レシーバーを陰部に長時間装着したままの姿勢を保つと、稀にシリコンクッションで
接触している皮膚が赤くなることがあります。夜間帯のみなど時間を限定しての使用
を考えていますが、シリコンクッションの厚みや硬さなどに問題がないかどうかです。
また、神経難病の方や脊椎損傷の方などの排泄支援に効果的かどうか意見を伺いた
いです。

大阪A-06

株式会社ウェルケアベッド
東京都新宿区神楽坂6-26-201

機器紹介スライドリフト浴槽付き介護ベッドの改良で、手動
で、ベッド部とリフト部を分割可能にします。

夢神楽ライト（仮称）

Ｗｅｂ交流の連絡先

担当者氏名:味岡　淳二
TEL:090-3241-0502　FAX:03-6734-0578
E-Mail:j_ajioka@wcb.co.jp 

希望する交流の内容

更なる改善や要望を伺いたい。特に①浴槽部の形状やサイズ。②ハンモックの構造や

形状および材質。③ハンモックの取り付け方